
2
0
1
7
年
度
よ
り
支
部
長
と
し
て
2
年
目
を
迎
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

本
年
度
も
大
田
支
部
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
層

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
2
0
1
7
年
の
日
本
経
済
は
米
国
経
済
や
周
辺
国
の

影
響
が
不
安
視
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
の
景
気
見
通
し
は
「
分
か

ら
な
い
」
が
急
増
す
る
と
い
う
ま
さ
に
不
透
明
感
漂
う
一
年
に

な
り
そ
う
な
気
配
で
す
。

ま
た
、
大
企
業
を
中
心
と
し
て
長
時
間
労
働
の
是
正
が
重
要

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
中
小
企
業
で
は
な
か

な
か
手
を
打
て
な
い
で
い
る
企
業
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
採
用
に
関
し
て
も
中
小
企

業
に
と
っ
て
困
難
さ
は
増
し
人
手
不
足
も
深
刻
な
状
況
に
な
っ

て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

多
様
性
、
激
動
す
る
社
会
へ
の
変
化
対
応
が
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
大
田
支
部
会
員
に
と
っ
て
も
厳
し
さ
は
続
く

と
思
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
、
会
員
同
士
が
多
く
の
経
験
、
知
識
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
て
経
営
者
自
身
が
成
長
し
企

業
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

2
0
1
7
年
度
は
大
筋
で
昨
年
の
方
針
を
受
け
継
ぎ
、
同
友

会
理
念
の
も
と
、
経
営
を
真
剣
に
学
び
、
人
間
力
を
高
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
営
を
伸
ば
す
た
め
の
会
と
い
う
本
来
の
カ
タ
チ
を

し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
け
る
よ
う
な
会
運
営
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
田
支
部
長

有
倉
將
人

㈱
日
本
デ
ジ
タ
ル
通
信

～楽しむ心でVISIONを描け～

自らを高め
経営を伸ばす
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大 田 支 部 会 員 状 況 と 報 告

◎会員数報告  2017年度期首170名  現在167名 （目標177名）

◎８月には大田支部納涼会が、10月には社員交流企画の

 スポーツイベントが開催されます（裏ページ参照）。

◎各例会の登録は、大田支部のホームページでも行えます。

　アドレスは、http://www.ota-doyu.comです。

◎「おおたの同友」についてご意見、ご感想がありましたら、

 事務局アイダまでご連絡ください。

東京中小企業家同友会 大田支部 ◎ 広報誌リニューアル10号

おおたの同友 おおたの同友 リニューアル10号（ 2017年7月発行 ）　

広報委員長：針谷周作（コトノハ株式会社）

広報委員会： 島村亮（株式会社ルミナス）

発行：東京中小企業家同友会大田支部

編集制作：コトノハ株式会社

広 報 委 員 会

入会の
ご希望は、

東京中小企業家同友会大田支部
→☎03-3261-7201

も っ と「 お お た の 同 友 」を 知 ろ う ！  参 加 し よ う ！
O T A ●  N O ●  D O Y U

同友会大田支部が主催するイベント情報は、同友会大田支部ホームページ http://www.ota-doyu.com にアクセス
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スケジュール Schedule

8 月

8 月

8 月

9 月

9 月

9 月

9 月

10月

10月

10月

8日

22日

24日

5日

11日

13日

19日

3日

17日

28日

月 日 担当ブロック 場所カテゴリー 報告者／講師
経営指針を

深め広める会

LABO

広報

経営指針を
深め広める会

製造部会

幹事会

LABO

経営指針を
深め広める会

LABO

Luz大森
（入新井集会室）

Luz大森
（入新井集会室）

田園調布倶楽部

Luz大森
（入新井集会室）

大田区産業プラザ
Pio（6階 C会議室）

大田区産業プラザ
Pio（6階 C会議室）

Luz大森
（入新井集会室）

Luz大森

Luz大森

大田区総合体育館

経営指針を深め広める会

会議の進め方を考える（続編）

大田支部納涼会＋フォークソングと
ミニ報告会☆「明日笑えるように」。

経営指針を深め広める会

製造部会

「全員が考え・行動できる会社へ」
☆㈱吉村  橋本久美子社長が登壇！

自社の経営課題を本気で考えよう

経営指針を深め広める会

調査とはなんだ！（マーケティング）

社員交流企画「運動会」（仮）

部会長：
高萩敦之氏

部会長：
寺嶋卓氏

委員長：
針谷周作氏

部会長：
高萩敦之氏

部会長：
渡辺大氏

部会長：
寺嶋卓氏

部会長：
高萩敦之氏

部会長：
寺嶋卓氏

皆川明氏

大田支部の新しい部会の紹介

2017年２月の一泊幹事会で誕生した
（株）ヒューマンフォワードの柴田実氏と
川島労務経営コンサルティングオフィ
スの川島寛氏による研究会。助成金を
活用した社員の生産性向上策について
の発表などを行なっている。

（株）ルミナスの島村亮氏が立ち上げた
クローズドな研究会。（株）井上製作所の
井上氏、寺嶋社労士事務所の寺嶋氏、
コトノハ（株）の針谷氏、（株）保坂商店の
大井氏の４名で100年続く企業を目指し
研究を行なっている。

◉ 人事労務研究会 ◉ ◉ きらりと光る経営の会 ◉

大田支部組織図 Organization chart

会員

総会

幹事会

ブロック会

産
学
交
流

広
報

高
専

立
正

ゴ
ル
フ
会

大
森

蒲
田

リ
バ
ー
サ
イ
ド

製
造
部
会

マ
ス
タ
ー
会

L
A
B
O
（
企
業
家
研
究
会
）

人
事
労
務
研
究
会

大
田
21
政
策
研
究
会

経
営
指
針
を

深
め
広
め
る
会

社
員
の
心
に
火
を
つ
け
て

明
る
く
元
気
な
社
風
を
創
る
会

委員会 部会 同好会

支部長

正副

2017年7月現在

活

動

方

針

同
友
会
活
動
を
通
し
た
業
績
向
上

新
会
員
、既
存
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
と
交
流
を
深
め
る

社
員
と
と
も
に
参
加
し
学
べ
る
同
友
会

女
性
部
と
の
連
携・活
性
化
と
支
部
の
多
様
性
を
高
め
る

同
友
会
活
動
を
通
し
た
業
績
向
上

新
会
員
、既
存
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
と
交
流
を
深
め
る

社
員
と
と
も
に
参
加
し
学
べ
る
同
友
会

女
性
部
と
の
連
携・
活
性
化
と
支
部
の
多
様
性
を
高
め
る

（
１
）
部
会
・
委
員
会
の
活
性
化
（
意
義
目
的
の
明
確
化
）

昨
年
の
新
た
な
活
動
の
創
出
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
部
会
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
既
存
部
会
そ
し
て

委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
意
義
目
的
を
改
め
て
明
確
に
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
向
け
た
力
強
い
実
践
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

（
１
）
新
会
員
さ
ん
に
参
加
の
声
掛
け
を
し
、
さ
ら
に
例
会
等
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

経
営
者
が
参
加
し
て
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
も
参
加
し
て
交
流
で
き
る
機
会
を
創
り
ま
す
。

自
社
だ
け
で
は
企
画
で
き
な
い
よ
う
な
研
修
や
良
く
知
っ
た
仲
間
同
士
だ
か
ら
で
き
る
交
流
な
ど
、
学
び
と

同
時
に
各
企
業
の
団
結
力
ア
ッ
プ
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
企
画
し
ま
す
。

（
１
）
東
京
同
友
会
女
性
部
と
の
積
極
的
な
交
流
を
深
め
ま
す
。

女
性
部
へ
の
参
加
、
ま
た
大
田
支
部
へ
の
参
加
の
お
誘
い
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
女
性
経
営
者
か
ら
の
学

び
を
得
る
と
同
時
に
大
田
支
部
内
の
女
性
会
員
が
参
加
で
き
る
場
づ
く
り
と
活
動
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
支
部
例
会
の
活
性
化

ま
ず
は
、
本
年
度
の
大
田
支
部
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
っ
た
例
会
づ
く
り
を
徹
底
し
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
り
早
い
段
階
で
の
準
備
、
ま
た
準
備
段
階
か
ら
よ
り
多
く
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
幹
事
会
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
発
表
者
、
報
告
者
、
そ
し
て
参
加
会
員
に
と
っ
て
学
び
に
な
る
よ
う
企
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

更
に
支
部
例
会
へ
の
会
員
の
参
加
を
も
っ
て
活
性
化
の
度
合
い
を
測
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
活
性
化

会
員
さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
ま
す
。

会
員
紹
介
や
勉
強
会
等
の
場
と
し
て
も
活
用
し
、
支
部
活
動
の
基
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
強
め
ま
す
。

（
２
）
同
友
会
会
員
に
関
わ
ら
ず
大
田
区
内
の
外
部
機
関
、
他
団
体
等
と
も
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
つ
。

（
３
）
新
た
な
交
流
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
風
土
創
り

部
会
、同
好
会
に
関
わ
ら
ず
新
た
な
活
動
や
交
流
が
自
由
に
発
生
し
て
い
く
よ
う
な
会
の
雰
囲
気
を
醸
成
し
ま
す
。



10年後に会社が存続している可能性は6.3％。20年で0.4％、30
年で0.021％。大変なことです。資金力のない中小企業がどう
やって生き残っていくのか。経営者は会社を大きくすることよ
りも、存続させていくことが大事だと考えます。

私どもの会社である日本ウイントンは、空調の衛生的メンテ
ナンスを行う会社です。ビルの中の空気の通り道であるダクト。
この清掃を主に行なっています。

2001年12月、バブル時代の負の遺産で経営が立ち行かなくな
り、世界で一番大きなビル管理会社であるサービスマスターの
日本法人傘下に入ることになりました。創業者の退任と自己破
産を行なった上で、日本法人傘下に入り、正社員200名とパー
ト・アルバイトを含め500名以上の従業員、そして500棟あった
顧客を守ることができました。

しかし、新しい外資オーナーが、アメリカで相次いだ空気汚
染に関する訴訟を見て、日本ウイントンを解体し、優秀な社員
を他に使いたいという話がでてきました。

私はこれまでの仕事を放り出すことはできないと、日本ウイ
ントンの存続に向けて当時の中小企業では真新しかったMBO

（マネージングバイアウト）を使い、自己資金プラスさまざまな
ところから資金調達を試み、2004年にMBOをして代表取締役に
就任しました。

そうしたところ、いままでは親会社に支払っていた管理費等
もなくなり、高収益の会社として再スタートできました。

しかし、創業から30年を迎えた2010年ごろから売り上げが落
ち込み、さらに2011年3月11日の大震災の発生と重なり2年連続

で大幅な赤字を出してしまい、従来のビジネスモデルの限界を 
実感しました。

そして、未開拓であった住宅市場への参入を目指しました。
新規事業を立ち上げるにあたっては、人的投資、設備投資な

ど資金が必要となってきます。
そのため、資金力の乏しい中小企業は公的資金を活用するこ

とも選択肢の一つだと思います。当社ではまず新規事業の分野
で「経営革新計画」の認定を取得しました。これを取り組んで
感じたのは、自分がやりたいことのために何をすべきかが体系
的に理解できたことです。認定を受けると、優遇制度が準備さ
れています。経営革新計画では、大学と共同でダクト清掃用ミ
ミズロボットの開発が事業の肝となっていたので、その開発費
用の一部を「ものづくり補助金」で調達することができました。
そこで開発したミミズロボットのプロットタイプを、東京都の
市場開拓助成金を活用して展示会等に出展しハウスメーカー等
のニーズを吸い上げることをしています。申請書作成等のノウ
ハウがなくても、「東京都よろず支援拠点(経産省委託事業：信
用金庫協会受託)」が、事業計画や申請書作成などの支援を活用
しました。今後は「事業継続力強化認定」や中小企業振興公社
の「事業可能性評価事業」などに取り組み、実効性のある事業
計画を構築し新規事業を軌道に乗せていきたいと思っています。

30数年、この業界にいますのでアイデアはあるのですが資金
がない。それを公的助成金を上手に活用することで諦めなくて
もよくなる環境づくりをしています。

私どものダクト清掃業は、人々の健康にお役立ちする「健康産
業である」という高い志でやっています。現在、自己破産をした
先代には、技術研修の講師をしていただいています。違いを認
め、個性と可能性を開花させることで会社を伸ばしていきます。

設立後30年で残っている会社は0.021％。

大きくなることより継続することが大事。

6月例会報告 産学官金をいかに連携させるか？

危機感からの展開〜真の第二創業に向けた技術革新

日本ウイントン㈱  代表取締役　大廻和彦氏

例 会 ダ イ ジ ェ ス ト

大 田 支 部 の 新 し い 部 会
今
年
度
か
ら
新
た
に
誕
生
し
た
２
つ

の
部
会
（
製
造
部
会
・
L
A
B
O
）

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
広
報
委

員
会
の
針
谷
が
取
材
を
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
お

届
け
し
ま
す
。

今
年
の
一
泊
幹
事
会
で
（
株
）
ル
ミ
ナ
ス

の
島
村
亮
社
長
の
発
案
に
て
、
大
田
支
部
内

に
「
大
田
区
の
製
造
業
、
並
び
に
日
本
の
も

の
づ
く
り
を
活
性
化
さ
せ
る
！
」
を
目
標
に

掲
げ
、
新
た
に
製
造
部
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

部
会
長
は
（
株
）
芝
橋
の
渡
辺
大
社
長
。
副

部
会
長
は
（
株
）
井
上
製
作
所
の
井
上
健
太

郎
社
長
が
務
め
る
。

６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
製
造
部
会
で
は
、

支
部
会
員
企
業
で
あ
る
大
橋
製
作
所
で
、
大

橋
社
長
が
経
営
理
念
の
組
み
立
て
を
行
い
、

ど
う
や
っ
て
そ
れ
を
現
場
に
落
と
し
込
ん
で

い
く
の
か
を
見
学
。
そ
の
見
学
会
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
発
表
し
た
。

７
月
10
日
に
は
、
1
9
1
2
年
の
創
業
以

来
、
年
間
5
0
0
0
種
を
越
え
る
試
作
実
績

を
持
つ
自
動
車
部
品
製
作
、
医
療
用
機
器
設

計
・
製
作
の
タ
マ
チ
工
業
（
株
）
の
主
工
場

で
あ
る
西
富
士
工
場
を
訪
ね
た
。

ま
だ
ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
部
会
だ

が
、
大
田
区
の
製
造
業
を
盛
り
上
げ
る
意
味

で
も
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

以
前
は
経
営
指
針
の
会
で
部
会
長
を
担
当
し
て
い

た
足
立
支
部
の
寺
嶋
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所 

寺
嶋

氏
が
新
た
に
大
田
支
部
に
立
ち
上
げ
た
「
L
A
B
O

（
企
業
家
研
究
会
）」。
寺
嶋
部
会
長
が
、
大
田
支
部

に
転
籍
し
て
の
気
合
を
入
れ
て
の
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
６
月
20
日
に
大
森
L
A
Z
で
開
催
さ
れ
た
当

部
会
に
取
材
に
行
っ
た
。

経
営
者
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
社
員
の
発
す
る

「
言
葉
」
の
裏
側
に
ど
ん
な
思
い
が
あ
る
の
か
を
探
る

こ
と
。
例
え
ば
社
員
が
、「
私
は
そ
の
仕
事
は
今
は

る
こ
と
が
で
き
る
。

社
員
の
心
身
論
理
レ
ベ
ル
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
頂
点
に
、
信
念
・
価
値
観
、
能
力
、
行
動
、

環
境
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
と
の
こ
と
。
社
員

と
会
話
を
す
る
中
で
、
社
員
が
ど
の
レ
ベ
ル
の
話
を

し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
経
営
者
に
と
っ

て
大
切
だ
。
会
社
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
経
営
理

念
な
ら
、
理
想
的
に
は
、
会
社
の
経
営
理
念
と
社
員

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
近
づ
い
て
い
く
よ
う
な
経

営
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
寺
嶋
氏
は
説
く
。

６
月
20
日
の
部
会
で
は
、「
思
い
を
完
結
に
伝
え

る
」
と
題
し
て
、
自
己
紹
介
文
の
作
成
と
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表

を
行
っ
た
。

自
己
紹
介
は
、
人
が
聞
い
て
い
て
飽
き
な
い
１
分

間
で
ス
ピ
ー
チ
で
き
る
よ
う
３
０
０
字
で
作
成
。
そ

れ
ぞ
れ
が
発
表
を
行
っ
た
。
話
を
３
つ
ほ
ど
の
単
語
で

メ
モ
し
理
解
で
き
れ
ば
、
い
い
自
己
紹
介
な
の
だ
そ
う
。

L
A
B
O
で
は
今
後
、
立
正
大
学
の
学
生
な
ど
を

交
え
て
の
企
画
も
考
案
中
。
大
田
支
部
で
は
珍
し
い
、

実
践
的
な
部
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

製
造
部
会
参
加
レ
ポ
ー
ト

L
A
B
O
参
加
レ
ポ
ー
ト

参 加 会 社 求 む！

で
き
ま
せ
ん
！
」
と

言
っ
た
際
、
ど
う
返

答
す
る
か
と
問
う
。

こ
の
発
言
を
分
析
す

る
と
、「
今
」
だ
か

ら
で
き
な
い
の
か
、

自
分
に
そ
の
能
力
が

な
い
か
ら
で
き
な
い

の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
読
み
取

夏と秋のイベント２つ！
いつもより暑い夏がやって来た！ 大田支部が送る２つの夏のイベント。

そして社員が作り上げるイベント企画の２つ！

　今年の大田支部納涼会
は、多摩川駅にある田園
調布倶楽部にて「フォー
クソングとミニ報 告 会

《明日笑えるように。》」と
題したイベントを開催し
ます。地元をはじめ全国

８月24日（木）

「大田支部納涼会＋
フォークソングとミニ報告会」

「明日笑えるように」。

10月28日（土）

「社員交流企画」（仮題）

　昨年の夏、大田支部で開催した「アナタと会社を元気
に！同友会の運動会」は、参加企業で働く社員たちが主
体となり、多くの参加者に恵まれた一大イベントとなり
ました。今年も、昨年のメンバーが企画を行い、「社員
交流企画」のイベントが10月28日、大田区総合体育館
にて開催されます。
　今年のイベントでは、14時に開会を行い、体を使った
スポーツを行ったのち、最後は地元・大田区で活躍する
プロバスケットチーム「アースフレンズ東京Ｚ」の試合
を観戦する予定です。現在、（有）ミナガワの皆川社長で活躍する唐津出身のフォークシンガー・保利太一さん

が、辛い時代を笑って乗り越えられる歌を歌い会を盛り
上げます。みなさんの知っている歌も登場するかも？
　そして歌の合間に、大田支部広報の針谷氏が自社で発
行している『街の手帖』というローカル誌を作る中で出
会った街の話、人の話をします。いまより地元が好きに
なる話、ぜひご参加ください。

をはじめ、当日の内容
について社員とともに
煮詰めているところで
す。スポーツの秋、社
員とともにスポーツに
興じましょう。


